ダリヤに発生したTomato spotted wilt virus(キク科植物のウイルスに関する研究 第3報) by 井上, 忠男 & 井上, 成信
虫学研究 54 : 79-90 (1972) 
















































第 1表 ダリヤから分離された TSWVの寄主範囲
全身感染植物
ナ ス 科:タパコ〈サムスγ.ホワイトパーレヘキサYチ).Nicotiana g/utinosa. 
N. rustica. N. C/'IJ，/ondii. トマト(.:.'"ー 〆ロー プ).ナス(早生真黒). トウガラシ〈八
房).シロパナヨウシaチョウセγアサガオ
キ ク 科:ダリヤ.キタ.チシャ(...'"ーョー P. ウエヤヘッド).ヤグル..，."，タ.
エゾギク，，，，"νセγ'JJ.ヒナJfp






ナ ス 科:ペチュ品7，Physalis jlori，自制
キ ク 科:ゴボウ
マ メ 科:ササゲ〈ダルマ)，カウピー (プラック)，ィνゲγ(守スターピース，山
減黒三度〉




キ ク 科:シ.."./Jfタ.マメ科:スイー トピー .アズ"'"(宝).アル令イタFロ』パ，
































































































低く ，ベチュエアを検定積物にした実験では40-450C，10分， C. amaranticolorで調べ
た場合で45-500C，10分であった.希釈限度は1O-8-lO-'倍であり， 21-230Cでの保
存限度は 1-2時間であった.
第 3表 ダリヤから分雌された TSWVの粗汁液中での物理性
耐熱性
処 理 温 度 COC， 10分間)
実験 検定植物 対照
35 40 45 50 55 
A ベチュユア 187 6 。 。 。 。
331 215 4 。 。 。





存 時 間 (却-2占。C，時間)
30:分 1 2 3 4 
A タ ，、' コ 22 18 1 。 。 。
B ベチ ュユア 278 6 。 。 。
希釈限度
希 釈 (1 x) 
検定植物
10-1 10-2 10-1 10-. 10-& 
ベチ a ニア 139 19 2 。 。





































TSWVの粒子についてBest(1964， 1968)は多形性であることを主張し， Myxovirus 
に似たものとしている.この見解に対しては異論もあり，超薄切片像に見られる粒子断面
の所見を裏付けとして.TSWV は径 80~120nm (多くは約1∞nm)の球状で 2層の外
膜構造をもつものとする報告も多い.本報の PTA染色試料では， Bestの多形性粒子の
うち，亜鈴状などに似た粒子がよく，認められたが，これらはPTA染色によって球状粒子が
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F: TSWV粒子.PTAによる DN法試料 x66.ぽ)()
G: TSWV粒子.Urany1 formateによる negativestain試料 x150，∞o 
第 E図版
A. B: PTAによる DN法試料中にみられる粒子塊.種々の形に変形したものとみられ
る.践に包まれた粒子塊とみられるものもある. x 30，(削
C: TSWV感染摘物葉の超薄切片で普通にみられるウィルス粒子集団.x 20，0∞ 
c:葉緑体 n:核 v:液胞 w:細胞墜
第 N 図版
A:え死前とみられる TSWV感染葉細胞内のウィルス粒子塊.粒子小集団を包む膜構造
が消失し.葉緑体 (c)はくずれている. x 22，500 
B:超薄切片中のウィルス粒子小集団.粒子集団は単層膜 (m)に図まれ，粒子に2層の外
膜構造が認められる.x 150，0∞ 
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